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Ⅰ 二
千
円
札
の
発
行 

Ⅱ 二
千
円
札
の
特
徴 

Ⅲ 沖
縄
県
に
お
け
る 

二
千
円
札
普
及
へ
の
取
組 

nakayukui

「
年
末
・
年
始
の
お
買
い
物
、
お

年
玉
等
で
二
千
円
札
を
利
用
し
ま

し
た
か
？
」

「
二
千
円
札
な
ん
て
使
い
に
く
い
」

な
ど
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
！

「
二
千
円
札
」
が
ん
ば
っ
て
い

ま
す
よ
!!

　
沖
縄
県
の
経
済
規
模
は
全
国

の
約
0
・
7
%
で
す
が
、
二
千

円
日
本
銀
行
券
（
以
下
、
「
二

千
円
札
」
と
略
し
ま
す
。
）
の

流
通
量
で
は
そ
の
倍
以
上
の
1
・

8
%
（
平
成
１８
年
度
末
）
を
占

め
て
い
ま
す
。

　
沖
縄
県
内
で
設
置
さ
れ
た
金

融
機
関
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
は
約
９０
%

が
二
千
円
札
対
応
機
に
な
っ
て

お
り
、
又
、
那
覇
市
内
を
走
る

モ
ノ
レ
ー
ル
で
も
券
売
機
で
使

え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

全
国
的
に
は
流
通
量
が
他
の
お

札
に
比
べ
て
少
な
い
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
沖
縄
県
民
に
と
っ
て
は
、
沖

縄
の
シ
ン
ボ
ル
と
い
え
る
守
礼

門
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
る
二

千
円
札
が
も
っ
と
流
通
す
る
こ

と
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

 

   　
二
千
円
札
は
西
暦
２
０
０
０
年

の
プ
レ
ミ
ア
ム
紀
、
九
州
・
沖
縄

サ
ミ
ッ
ト
開
催
で
沸
く
沖
縄
県
の

シ
ン
ボ
ル
守
礼
門
が
表
に
デ
ザ
イ

ン
さ
れ
、
サ
ミ
ッ
ト
直
前
の
２
０

０
０
年
７
月
19
日
に
発
行
さ
れ
ま

し
た
。
 

　
ま
さ
か
、
記
念
紙
幣
だ
と
誤
解

し
て
い
る
方
は
い
な
い
で
し
ょ
う

ね
。
れ
っ
き
と
し
た
恒
久
紙
幣
で

す
よ
。
 

    　
表
は
沖
縄
県
の
シ
ン
ボ
ル
守
礼

門
で
す
が
、
裏
面
に
は
、
紫
式
部

の
肖
像
画
と
そ
の
代
表
作
で
あ
る

源
氏
物
語
の
第
三
十
八
帖
「
す
ず

む
し
」
の
詞
書
と
絵
巻
が
印
刷
さ

れ
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
次
の
よ
う
な
新
し
い
偽

造
防
止
技
術
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

①
潜
像
模
様

　
お
札
を
傾
け
る
と
表
面
左
下
に

は
「
２
０
０
０
」
の
文
字
が
、
裏

面
右
上
に
は
「
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
」

の
文
字
が
浮
び
上
が
り
ま
す
。
 

②
科
学
的
変
化
イ
ン
キ

　
表
面
右
上
の
料
額
の
文
字
「
２

０
０
０
」
は
、
角
度
を
変
え
る
と

青
緑
色
か
ら
紫
色
に
変
わ
り
ま
す
。
 

③
パ
ー
ル
イ
ン
キ

　
お
札
を
傾
け
る
と
、
左
右
の
余

白
部
に
ピ
ン
ク
色
を
帯
び
た
パ
ー

ル
光
沢
の
あ
る
半
透
明
な
模
様
が

浮
び
上
が
り
ま
す
。
 

④
マ
イ
ク
ロ
文
字

　
平
成
５
年
12
月
１
日
以
降
に
発

行
さ
れ
た
お
札
と
同
様
に
「
Ｎ
Ｉ

Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
 

Ｇ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
Ｏ
」
と
書

か
れ
た
小
さ
な
文
字
が
印
刷
さ
れ

て
い
ま
す
。
凹
版
印
刷
で
は
従
来

の
文
字
よ
り
も
小
さ
い
文
字
を
取

り
入
れ
て
い
る
ほ
か
、
新
た
に
地

紋
印
刷
に
よ
る
文
字
が
導
入
さ
れ

大
小
取
り
混
ぜ
た
文
字
が
曲
線
的

に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

⑤
深
凹
版
印
刷

　
「
二
千
円
」
な
ど
の
漢
字
や
守

礼
門
の
図
柄
は
、
従
来
の
お
札
よ

り
も
イ
ン
キ
が
表
面
に
盛
り
上
が

る
よ
う
に
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
札
の
表
面
全
体
に
ざ
ら
つ
き
感

が
あ
る
の
で
、
他
の
券
と
の
違
い

も
わ
か
り
易
く
な
っ
て
い
ま
す
。
 

⑥
識
別
マ
ー
ク
（
凹
版
）
 

　
目
の
不
自
由
な
方
が
指
で
触
っ

て
識
別
で
き
る
よ
う
に
、
従
来
の
「
す

か
し
」
に
代
え
て
一
層
ざ
ら
つ
き

の
あ
る
「
深
凹
版
印
刷
」
に
よ
る
マ
ー

ク
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
マ
ー
ク
は
、

は
、
点
字
の
「
に
」
を
デ
ザ
イ
ン

化
し
て
い
ま
す
。
 

⑦
特
殊
発
光
イ
ン
キ
 

　
平
成
５
年
12
月
１
日
以
降
に
発

行
さ
れ
た
お
札
と
同
様
に
、
表
の

印
章
（
日
本
銀
行
総
裁
印
）
に
紫

外
線
を
あ
て
る
と
オ
レ
ン
ジ
色
に

光
る
ほ
か
、
地
紋
模
様
の
青
色
部

分
が
黄
緑
色
に
発
光
し
ま
す
。
 

     　
沖
縄
県
議
会
や
那
覇
市
議
会
に

お
い
て
「
二
千
円
札
流
通
促
進
に

関
す
る
宣
言
」
決
議
が
な
さ
れ
、
又
、

各
企
業
に
お
け
る
積
極
的
な
利
用

促
進
、
県
内
の
色
々
な
場
所
で
の

流
通
促
進
に
向
け
て
の
取
り
組
み

も
あ
り
ま
す
が
、
現
在
、
普
及
活

動
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
「
二

千
円
札
流
通
促
進
委
員
会
」
で
す
。
 

　
性
格
的
に
は
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
組
織
と
な
り
ま
す
が
、
日
本
銀

行
那
覇
支
店
を
事
務
局
と
し
て
、

県
内
の
金
融
機
関
、
経
済
界
等
の

協
力
も
あ
り
各
種
の
取
り
組
み
を

通
じ
て
県
内
の
流
通
促
進
を
図
っ

て
い
ま
す
。
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nakayukui
Ⅳ １
・
２
・
３
運
動 

   

　
こ
こ
で
、
同
委
員
会
が
掲
げ
る
、

１
・
２
・
３
運
動
を
ご
紹
介
し

ま
し
ょ
う
。

「
１
県
民
と
し
て

　
２
千
円
札
を

　
３
枚
ず
つ
持
ち
ま
し
ょ
う
！
」

   　
委
員
会
は
、
二
千
円
札
の
普
及

に
協
力
し
て
く
れ
る
方
を
「
二
千

円
札
大
使
」
に
任
命
し
、
「
二
千

円
札
大
使
認
定
証
」
を
交
付
し
て

い
ま
す
。
 

　
二
千
円
札
大
使
の
任
務
は
、
 

・
自
ら
二
千
円
札
を
積
極
的
に
利

用
す
る
こ
と
、
 

・
周
囲
の
人
に
二
千
円
札
の
意
義
、

利
便
性
を
説
明
し
、
広
く
利
用
を

呼
び
か
け
る
こ
と
、
 

・
二
千
円
札
流
通
の
た
め
の
問
題

点
や
ア
イ
デ
ィ
ア
、
ま
た
周
囲
に

お
け
る
二
千
円
札
の
利
用
状
況
等

に
つ
い
て
、
適
宜
委
員
会
に
報
告

す
る
こ
と
、
 

と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
任
命
は
、
「
二
千
円
札
流
通
促

進
委
員
会
」
が
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

我
も
と
思
わ
れ
る
方
は
同
事
務
局

へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
 

　
平
成
19
年
10
月
末
時
点
で
、
二

千
円
札
大
使
は
７
万
人
を
超
え
て

い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
 

 「
二
千
円
札
流
通
促
進
委
員
会
」
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
 

(http://w
w
w
3.boj.or.jp/naha/2

000/toppage1.htm
l) 

   

　
委
員
会
は
、
昨
年
11
月
か
ら
今

年
１
月
に
か
け
て
「
二
千
円
札
流

通
促
進
強
化
月
間
」
と
定
め
、
年
末
、

年
始
の
買
い
物
、
お
年
玉
等
へ
の

積
極
的
な
利
用
を
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。 

　
ま
だ
間
に
合
い
ま
す
。
皆
様
も

銀
行
で
二
千
円
札
に
両
替
し
、
買

い
物
な
ど
で
多
い
に
活
用
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

   

　
我
が
財
務
部
も
、二
千
円
札
流
通

促
進
の
広
報
活
動
に
努
め
て
い
ま
す
。 

　
「
ド
ル
も
ユ
ー
ロ
も
２
の
単
位

が
広
く
流
通
。
国
際
的
素
養
を
身

に
つ
け
る
た
め
に
も
ぜ
ひ
二
千
円

札
を
。
」
（
大
学
で
の
講
演
会
） 

Ⅴ 二
千
円
札
大
使 

Ⅵ 二
千
円
札
流
通
促
進
月
間 

Ⅶ 財
務
部
の
活
動 

 

　
「
沖
縄
を
ご
愛
顧
の
皆
様
は
ぜ

ひ
二
千
円
札
の
ご
愛
顧
も
。
」
（
経

済
団
体
で
の
挨
拶
） 

 

　
最
後
に
、
こ
の
紙
面
を
借
り
て
、

む
り
ぶ
し
の
読
者
の
皆
様
に
も
呼

び
か
け
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
「
二
千
円
札
の
お
釣
り
を
、
笑

顔
で
受
け
取
り
ま
し
ょ
う
。
」 

　
「
４
０
０
０
円
の
支
払
い
な
ら
、

ぜ
ひ
二
千
円
札
二
枚
で
。
」 

〈表面〉図柄：守礼門 〈表面〉図柄：「源氏物語絵巻」「紫式部日記絵巻」


